





























































Factors Contributing to Job Satisfaction for Certified Care Workers
〜 Comparing Institutional Workers with Home-visiting Workers 〜


















































































１年未満 12  （4.0） 12  （4.0）
１年〜５年以下 70（23.4） 58（19.4）
６年〜10年以下 35（11.7） 37（12.4）
11年〜15年以下 23  （7.7） 35（11.7）
16年〜20年以下 5  （1.7） 9  （3.0）
21年〜25年以下 1  （0.3） 1  （0.3）
25年〜30年以下 0  （0.0） 0  （0.0）
31年〜35年以下 0  （0.0） 1  （0.3）
雇用形態 正職員 119（39.8） 38（12.7）
非正職員 27  （9.0） 115（38.5）
昨年度の年収 100万円以下 5  （1.7） 52（17.4）
200万円以下 32（10.7） 42（14.0）
300万円以下 59（19.7） 29  （9.7）
400万円以下 41（13.7） 16  （5.4）
500万円以下 6  （2.0） 12  （4.0）
600万円以下 2  （0.7） 2  （0.7）
700万円以下 1  （0.3） 0  （0.0）
介護福祉士資格 あり 130（43.5） 109（36.5）
なし 16  （5.4） 43（14.4）
N.A. 0  （0.0） 1  （0.3）
介護福祉士資格の
取得方法（n=239）
介護福祉士養成施設２年課程 64（26.8） 2  （0.8）
介護福祉士養成施設３年課程 7  （2.9） 0  （0.0）
介護福祉士養成施設４年課程 18  （7.5） 1  （0.4）
保育士養成施設等卒業後介護福祉士養成課程 3  （1.3） 1  （0.4）
高校福祉科卒業後国家試験受験 2  （0.8） 0  （0.0）
通信教育を終了後国家試験受験 1  （0.4） 2  （0.8）
実務経験３年の後，国家試験受験 35（14.6） 102（42.7）
未記入 0  （0.0） 1  （0.4）
介護福祉士以外の
取得資格（複数回答）
ホームヘルパー１級 4  （1.3） 24  （8.0）
ホームヘルパー２級 31（10.4） 125（41.8）
介護支援専門員 31（10.4） 32（10.7）
社会福祉主事 38（12.7） 10  （3.3）
社会福祉士 7  （2.3） 0  （0.0）
保育士 4  （1.3） 15  （5.0）
ガイドヘルパー 6  （2.0） 59（19.7）


























































研修会などに参加したとき 10  （3.3） 24  （8.0）*
同僚の笑顔をみたとき 34（11.4） 41（13.7）






















































家族に相談する 14  （4.7） 29  （9.7）*
親しい人（家族以外）に相談する 25  （8.4） 9  （3.0）*
他の施設で働く介護職員に相談する 40（13.4） 12  （4.0）**
本などを読み一人で勉強する 21  （7.0） 34（11.4）
職場内の研修会などに参加する 8  （2.7） 25  （8.4）*
















































利用者の事故があったとき 39（13.0） 28  （9.4）
利用者からのクレームがあったとき 15  （5.0） 44（14.7）**
利用者の家族からのクレームがあったとき 21  （7.0） 27  （9.0）
































































スポーツを適度にして体を動かす 34（11.4） 22  （7.4）
ドライブや旅行に行く 63（21.1） 56（18.7）
趣味活動や習い事をする 34（11.4） 38（12.7）
*p＜0.05
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が実務経験３年の後に国家試験を受験し，合
格し資格を取得しているということがわかる。
　介護福祉士以外の資格としては，訪問介護
員にホームヘルパー１級，２級，ガイドヘル
パーの資格を持つ者が多い。この結果は，特
にホームヘルパー２級の資格が，訪問介護員
として働く際の基礎的な資格として長く位置
づけられていたことと関係があるだろう。ホ
ームヘルパー２級資格を取得後訪問介護員と
して働きながら経験，学習を積み重ね，ホー
ムヘルパー１級資格を取得する，あるいは国
家資格である介護福祉士資格を取得する，と
いう訪問介護員のキャリアアップの仕組みが
この結果であると考えられる。ということは
つまり，ホームヘルパー２級の資格があれば，
訪問介護員としての仕事は問題なく行えると
いうことであるから，施設介護員に比べて，
訪問介護員に介護福祉士取得者が少ないとい
う結果にも納得がいく。
　一方，施設介護員は介護福祉士養成校を卒
業し介護福祉士資格を持ち，正職員として介
護施設に就職するという流れが，今回の調査
結果からみえてくる。
２．仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因の検討
　次に仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因
の検討を行う。
　仕事のやりがい感に影響を及ぼす要因とし
て考えられる「介護の仕事をしていて喜びや
充実感を感じるときはどのようなときか」と
いう質問に対して，分析対象者299名は「利
用者の笑顔をみたとき」「利用者に信頼され
ていると感じたとき」「利用者から感謝のこ
とばを言われたとき」「利用者の役に立てた
とき」「利用者の身体・精神状況が向上した
とき」と，対利用者との関係の中で喜びや充
実感を感じるとしている。西川（2008）は，
介護の仕事はそれ自体がやりがいのある仕事
であるとし，適切な介護実践の後の相手の笑
顔や寄せられる信頼感，感謝の気持ちは介護
福祉専門職の「自尊心を高め，金銭とは異な
る社会的報酬や満足感をもたらす」ことを指
摘している。今回の調査でも同様の結果が示
されたといえよう。
　また訪問介護員では施設介護員に比べ，「利
用者の身体・精神状況が向上したとき」「自
身の介護技術が向上したとき」「利用者の役
に立てたとき」「研修会などに参加したとき」
に，介護の仕事をしていて喜びや充実感を感
じる者が多いことがわかった。訪問介護員の
仕事は利用者宅に訪問して，利用者と１対１
の，あるいは利用者とその家族と訪問介護員
との関係性の中で展開されることが多い。施
設介護員は施設の中でチームの一員として働
くことで，例えば先輩職員に介護技術などの
指導を受けながら，自身の介護技術を向上さ
せることができる。
　一方，訪問介護員は日々の介護実践の中で，
なかなかそのような機会を得づらいのではな
かと想像する。利用者との１対１の関係性の
中で，自身の介護実践の評価をしてくれるの
は利用者である。よい評価もそうでないもの
も，評価は直接的に返ってくるものと思われ
る。その中で，自身の介護実践により利用者
の心身機能の向上を実感することにより，訪
問介護員は仕事のやりがい感を感じるのでは
ないか。そして利用者の心身機能の向上は，
自身の介護技術が向上した結果の現れである
かもしれないし，またそのために研修会など
に参加し日々研鑽を行う，そのような非常に
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前向きな訪問介護員の姿が見えてくる。そし
てその繰り返しや積み重ねが，仕事のやりが
い感につながるということではないかと考え
ることができる。
　また，仕事をする中で困ったときには，上
司や先輩に相談したり，同僚に相談する者が
多い。ここで特に注目したいのは，施設介護
員の，「他の施設で働く介護職員に相談する」
という回答である。施設介護員では，例えば
養成校時代の同級生や元同僚などの施設介護
員のネットワークのようなものの存在が考え
られる。相談事の中には，職場の上司や同僚
には言いにくい内容のものもあると思われ
る。そういった時に，相談できる職場外のネ
ットワークの存在の必要性が示唆されたのが
この結果ではないか。同じ施設介護員として，
共感的に悩みを聞いてもらい，時には客観的
な助言を受けることにより，自身のモチベー
ションを立て直す機会を得ることができるの
かもしれない。
　一方，訪問介護員は同じ介護福祉専門職に
相談する場合には「上司や先輩に相談する」
とし，また「職場内の研修会などに参加」し
て，自身の困り事を解決しようとする。前に
も述べたが，訪問介護員の仕事の特徴を考え
ると，介護実践中の困り事をひとりで解決し
ていかなければならない場面も多くあると思
われる。自己の判断で解決できるようなこと
ならよいとしても，そうでないことも多々あ
るものと予測できる。
　また，訪問介護員は利用者宅にいわゆる直
行直帰で働く場面も多い。その中で同じ職場
で働く他の訪問介護員と会って相談したりす
る機会は，なかなかないのが現実であろう。
職場内の研修会は，そういった中での絶好の
機会となり得るのではないかと考えられる。
仕事上の困りごとをひとりで抱え込んでしま
うと，仕事に対する意欲が低下し，仕事をや
めたいという思いにとらわれる可能性は否定
できない。その時に気軽に相談できる相手が
身近にいることが必要ということであろう。
　今回の分析対象者が仕事をやめたいと思う
ときは「職場内の人間関係が良くないとき」
と「給料が安いと感じたとき」「体調を崩し
たとき」「職場で認められていないと感じた
とき」であった。介護の仕事は「給料が安く
生活できない仕事」であり，「腰痛など体調
を崩しやすく，長く続けられない仕事」と認
識されている場面も多く見かける。しかし，
今回の調査結果では給料よりも体調よりも，
「職場内の人間関係の悪さ」が仕事をやめた
くなる理由として多く挙げられたのは興味深
い。
　職場内の人間関係が悪いと，それは当然利
用者に対する介護実践にも影響を及ぼす。職
場内のコミュニケーションが悪いと，チーム
として働くことが必要な施設介護では特に，
その影響は大きいものと考えられる。利用者
の笑顔や信頼，感謝のことばから仕事のやり
がいを感じる介護員にとって，これは仕事に
対するモチベーションを下げ，転職を考える
機会になり得ることが想像できる。
　訪問介護員が「利用者からのクレームがあ
ったとき」に仕事をやめたいと思うというの
も同様に納得がいく結果である。訪問介護員
の場合，利用者からの反応は特に直接的に感
じることになるであろう。
　一方，施設介護員は「仕事が単調であると
感じたとき」「給料が安いと感じたとき」「責
任ある立場になったとき」に仕事をやめたい
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と思う。施設介護の仕事は，利用者の生活の
サイクルに合わせて展開されるのが基本であ
る。生活を日々の繰り返しと捉えると，その
支援も同様に同じことの繰り返しにも思え
る。もちろん，一日として同じ日はないとし
ても，繰り返しの仕事を単調だと感じてしま
うと，仕事への意欲が低下して，仕事をやめ
たいと思うのであろう。
　また，責任ある立場になった時に仕事を辞
めたいと感じるという結果も興味深い。介護
職を取り巻く課題としての離職率の高さは，
単純な職場の人員の不足に加え，経験を積ん
だ介護福祉専門職が育ちにくいという課題も
含んでいる。その中で，まだまだ自分は経験
が不十分であり自信がないと感じている施設
介護員が責任ある立場に立つことになった
時，その自信のなさから，仕事をやめたいと
思うことも想像できる。その結果として実際
に離職することになった場合には，また施設
内の介護福祉専門職の質や層が不足してしま
うという悪循環の可能性も否定できない。こ
の問題は，職場内での施設介護員の育成とい
う課題を示したものといえよう。
　また，介護福祉専門職がやりがいを持って
仕事を続けるためには，心身の適度な休養が
必要になる。今回の調査結果でもリフレッシ
ュ方法として，「家でゆっくり体を休める」「お
いしいものを食べる」「ぐっすり眠る」「仲の
良い友人・知人と過ごす」「ドライブや旅行に
行く」など心身の休養や気分転換などが挙げ
られた。
　筆者らが2010年に行った札幌市近郊の特別
養護老人ホームに勤務する勤続年数５年６ヶ
月〜19年10ヵ月の介護福祉専門職6名に対す
るインタビュー調査では，プライベートでは
仕事と切り離して習い事や趣味を楽しむな
ど，セルフケアのバランスが取れていること
が，仕事のやりがい感を保ち長く仕事を続け
ることができる要因のひとつと考えられると
いう結果が示唆された（風間・本間・八巻, 
2011）。
　しかし，現在の職場における人材不足という
状況下では，ひとりの介護福祉専門職に掛か
る仕事上の負担が大きく，仕事とプライベー
トの線引きが難しくなっている，あるいはプ
ライベートの時間を十分に確保するのが困難
であるという可能性が考えられる。介護福祉
専門職がセルフケアを十分に行うことで仕事
のやりがい感を保ち，長く仕事ができるよう
な仕組みの確保もまた，喫緊の課題であると
いえよう。
Ⅴ　おわりに
　今回の施設介護員と訪問介護員の比較検討
では，それぞれの職種の勤務形態や働き方，
またそれを選ぶ個人の志向などによって，仕
事のやりがい感に影響を及ぼす要因には違い
があることが示唆された。
　上野（2011）は，介護職の高い離職率によ
る介護人材不足について，「つくられた不足」
であることを指摘し，労働条件の向上と賃金
水準をあげることにより，「実は容易」に解
決するとしている。今回の調査結果では，今
後の課題として，介護福祉専門職全体では賃
金の検討や職場内の良好な人間関係と信頼で
きる上司や同僚の存在などの職場環境の整備
の必要性が確認された。あわせて，施設介護
員，訪問介護員それぞれの仕事の，あるいは
働き方の特性に対応したきめ細やかな対策の
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必要性を確認することができた。
　施設介護員，訪問介護員のどちらも利用者
との良好な関係性の中から，仕事のやりがい
感を得ており，その笑顔を引き出すために自
身の介護実践をよりよいものにするべく研鑽
を行っている。そのような介護職が３年以下
という短い期間で離職してしまわないよう
に，職場内の人材育成と支援体制の在り方や
職場内外の人間関係やネットワークの構築，
心身両面の健康維持のための取組みの必要性
を再確認した。
　今後は，施設介護，訪問介護それぞれの特
性にあわせた人材育成の現状と課題を明らか
にすることにより，介護福祉専門職が仕事の
やりがい感を継続し，仕事が続けられる職場
内外の環境の在り方について検討を行ってい
きたい。
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